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プレスリリース 2014 11月25日 
国境なき医師団（MSF） 

 
エボラ出血熱：マリで負傷したスタッフをスペインに緊急移送 

 

国境なき医師団（MSF）は、スペイン国籍の外国人スタッフ 1 を勽アフリ のマリから本国に送 した。
スタッフは首都バマコでエボラ出血熱の感染確定患者に対応中に負傷していた。11 月20 日時点でエボ
ラの症状は現れておらず、検査でも陽性となっていないが、MSF 独自の予防策に従って、チャーター機で
マドリードに搬送された。今後 3 週間にわたり、経過観察を受ける。 

 「厳重な対策を講じていますが、リスクを完全に排除することはできません。しかし、ウイルスに接触した可
能性のあるスタッフを搬送することで、発症の際に速やかに し、親しい人のそ で を受けさせるこ
とが可能です。今 の事 が感染に至らず、当のスタッフがこれまで通りの生活を続けられるよう願ってい
ます。 と報道関係者の皆様には当人の を さいますようお願い し上 ま
す」 

MSF スペイン事勲拈 ジョアン・トゥバウはそう述べている。 

なお、医 従事者の 拣勲と、勰 スタッフおよ その のプライバ ー のた 、MSF は当面、
これ以上の情報発信は控える。 

MSF のマリにおける活動は、勾 の イ で国内 の症 が確 された 後の 10 月 24 日から開始さ
れた。その後、11 月 11 日のバマコにおける新たな感染発 を受け、 に 中の MSF チームが補
強され、活動を拡大した。 

MSF は 2014 3 月から勽アフリ でのエボラ に対応。現在、外国人スタッフ約 270 人を含む、約
3400 人のスタッフが域内で活動に従事している。 

以上 
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